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テクノブロード株式会社社

株式会社フォトロン社

株式会社デジタル・ナレッジ社　

司会：産業技術大学院大学　村越 英樹氏

発表者：北條 友梨(静岡県立大学 経営情報学部)

共著者：松浦 博*1；澤崎 宏一*1(*1静岡県立大)

             和田 淳一郎*2；犬飼 周佑*2；秀島 雅之*2（*2東京医歯大）

協賛出展各社からの展示商品のご紹介

昼　　食

                                                       履歴分析Webアプリケーション開発』 

発表者：厚見 南帆(静岡大学 情報学部)

共著者：宮崎 佳典*1；厨子 光政*1（*1静岡大学 大学院総合科学技術研究科情報学領域）

             法月 健*2（*2静岡大学 情報学部)

発表論文４：『音声セグメントラベルと基本周波数を用いた日本語学習者の

                                ためのアクセント・イントネーションe-Learningシステム』 

共著者：宮崎 佳典*1（*1静岡大学 大学院総合科学技術研究科情報学領域）

            長谷川 由美*2（*2近畿大学 生物理工学部）；田中 省作*3（*3立命館大学 文学部）

発表論文２：『Webベースのフィジカルアセスメント学習支援システムの開発と評価』 

発表者：御村 菜月(静岡県立大学 経営情報学部)

共著者：鈴木 里佳*1；松浦 博*1；鈴木 直義*1(*1静岡県立大)：岡本 恵里*2（*2三重県立看護大）

発表論文３：『英単語並び替え問題における迷い抽出を志向した

静岡大学　情報学部 副学部長  教授  藤井 史郎氏

学生セッション

挨拶：学生セッション審査委員長（京都情報大学院大学 教授） 今井　恒雄氏

司会：株式会社　富士通ラーニングメディア　戸田 博人氏

発表論文１：『コーパスを用いた技術英文書作成援用ツールの開発とその評価』 

発表者：戸沢 信晴（静岡大学 大学院情報学研究科)

≪第１８回（２０１５年度）学術講演会プログラム≫

２０１５年１０月２３日（金）のプログラム

参加者受付

開会の辞：

第１８回学術講演会 　大会委員長（静岡大学）　宮崎 佳典氏

開会の祝辞
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発表論文１：『英語教育に活用するモジュール型教材の可能性』 

発表者：花崎　一夫(信州大学 全学教育機構英語教育部門)

共著者：花崎　美紀*1(*1信州大学 人文学部)；藤原 隆史*2（*2信州大学 人文科学研究科 英語学専攻）

発表論文２：『語学学習のためのWeb録音システムの開発について』 

発表者：梅野 毅(東京外国語大学 世界言語社会教育センター)

 

共著者：花崎 美紀*1（*1信州大学 人文学部）；花崎 一夫*2（*2信州大学 全学教育機構英語教育部門）

発表論文１１：『e-Learningシステムにおける学習状況管理システムの実装』 

発表者：岩崎 大将(熊本大学 大学院自然科学研究科)

共著者：苣木 禎史*1；宇佐川 毅*1（*1熊本大学 大学院自然科学研究科）

一般論文発表セッション

司会：大東文化大学  田口 悦男氏

発表者：森田 雄介(静岡大学 情報学部)

共著者：宮崎 佳典*1（*1静岡大学 大学院総合科学技術研究科情報学領域）

             渡部 孝幸*2（*2静岡大学 大学院自然科学系教育部)

発表論文１０：『高等学校におけるモジュール型言語教材の可能性

                                　　　　　　　　　　 ～使役動詞を中心にした教授法～』

発表者：藤原 隆史(信州大学 大学院人文科学研究科英語学専攻)

発表者：藤田 吾矢(創価大学)

共著者：関口 義一(創価大学)

コーヒー・ブレイク

学生セッション

司会：東京工科大学　天野 直紀氏

発表論文９：『数学教育における証明学習のための論理構造提示アプリケーション』 

共著者：天野 直紀(東京工科大学 大学院バイオ・情報メディア研究科)

発表論文７：『英語語彙力診断のためのコンピュータ適応型

                                　　　　　　　　　　テスト作成支援システムの構築・評価』

発表者：川口 享洋(豊橋技術科学 大学大学院情報・知能工学専攻)

共著者：笹尾 洋介*1；河合 和久*1（*1豊橋技術科学大学）

発表論文８：『反転学習を応用した情報科教育へのアプローチ』 

司会：神奈川大学　内田 智史氏

発表論文５：『携帯情報端末を用いた英語語彙学習アプリの開発と効果検証』 

発表者：小林 誠(豊橋技術科学 大学大学院情報・知能工学専攻)

共著者：笹尾 洋介*1；河合 和久*1（*1豊橋技術科学大学）

発表論文６：『Bluetoothを用いた屋内における位置認証』 

発表者：池田 奨(東京工科大学 大学院バイオ・情報メディア研究科)

学生セッション
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共著者：馬 燕*1(*1慶応義塾大学）；施 信余*2（*2台湾淡江大学）

コーヒー・ブレイク

一般論文発表セッション

司会：首都大学東京　神田 明延氏

発表論文６：『新しいe-learningシステムiBELLEsの拓くEFL教育支援の可能性』

発表者：岡田 毅・村上 直哉(東北大学 大学院国際文化研究科)

発表論文７：『国際流動化するアジア高等教育の遠隔授業ガバナンス』 

発表者：砂岡 和子(早稲田大学 政治経済学術院)

             園田 勝英*3（*3北海道大学）

昼　　食

特別講演

司会：産業技術大学院大学　村越 英樹氏

『Learning Analyticsの現状と展望』

講演者：学習分析学会 会長(上智大学 理工学部 教授)  田村 恭久氏 

発表論文４：『マルチコーパス検索による四字成語の跨境学習』 

発表者：楊  敏(早稲田大学 日本語教育研究センター)

共著者：砂岡 和子（早稲田大学 政治経済学術院）

発表論文５：『自律及び協調学習を支援する英語ライティングシステムの構築』 

発表者：久島 智津子(津田塾大学)

共著者：岸 康人*1(*1神奈川大学）；田近 裕子*2；来住 伸子*2（*2津田塾大学）

司会：産業技術大学院大学　村越 英樹氏

発表論文３：『ノンテクニカルスキル習得のためのシミュレーション

                                　　　　　　　　　　　　　の実践とe-learningの同時活用』 

発表者：篠原 美樹(静岡産業技術専門学校 みらい情報科)　

共著者：水野 信也*1(*1静岡理工科大学）；藤澤 由和*2（*2静岡県立大学）

             浦松 雅史*3（*3東京医科大学）；相馬 孝博*4（*4千葉大学）

司会：株式会社　富士通ラーニングメディア　戸田 博人氏

表彰発表

学生セッション審査委員長（京都情報大学院大学 教授） 今井　恒雄氏

奨学金授与

株式会社デジタル・ナレッジ社 代表取締役　はが　弘明氏

一般論文発表セッション

 

２０１５年１０月２４日（土）のプログラム

参加者受付

学生セッション表彰式
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　 協賛企業

　  

　

　 　

　 　

　

　

　 　

株式会社フォトロン

テクノブロード株式会社

１０月２４日（土）は並行して学習分析学会の第1回目研究会を

（共催：日本 e-Learning 学会）同時開催致します。

　

産業技術大学院大学

京都情報大学院大学

神戸情報大学院大学

学校法人東京聖徳学園（聖徳大学・聖徳大学短期大学部）　　

学校法人早稲田医療学園（人間総合科学大学）

株式会社デジタル・ナレッジ　　

国立大学法人 静岡大学

公益社団法人　計測自動制御学会

一般社団法人 日本シミュレーション学会

一般社団法人 大学英語教育学会

一般社団法人　電気学会、外国語教育メディア学会

中国語教育学会、日本ムードル協会、学習分析学会　　

表彰発表・閉会の挨拶

表彰発表

日本 e-Learning 学会　会長（産業技術大学院大学 学長） 石島  辰太郎氏

閉会の挨拶

第１８回学術講演会  大会委員長（静岡大学)  宮崎　佳典氏

尚、講演者等の都合によりプログラムの内容は変更になる場合があります。

共著者：板谷 道信*1；福見 敦*1；名木田 恵理子*1(*1川崎医療短期大学）

発表論文９：『ICT導入、活用による大学初修外国語教育の効果と課題』 

　　　　　　　　　　―游”中国語教育システムの事例からの考察―

発表者：湯山　トミ子(成蹊大学 法学部)

共著者：篠塚 麻衣子(東京理科大学 理学部第Ⅰ部）

一般論文発表セッション

司会：首都大学東京　神田 明延氏

発表論文８：『医療福祉系短期大学における情報リテラシー教育への協調学習の導入』

発表者：重田 崇之(川崎医療短期大学)
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